
































仏教学科  ――――――――――――――――――― 仏教学部仏教学科 
人間福祉学科社会福祉 ――― アーバン福祉学科  ――― 社会福祉学科 
              ＊アーバン福祉学科  ――― 人間環境学科 
     生涯教育  ―――――――――――――――― 教育人間学科 
      臨床心理  ―――――――――――――――  臨床心理学科 









































表－1 大正大学平成17 年 5 月 1日時、学部在籍者数 
     
人間学部 入学定員 収容定員 在籍者数 教員数 
仏教学科 120 550 693 26 
社会福祉学 140 610 779 15 
臨床心理学 85 366 467 11 
人間科学科 140 562 702 16 
小計 485 2088 2641 68 
文学部 340 1541 2014 45 
総計 825 3636 4655 113 



























  する。 
・ フィールドを地域や街さらには各分野のコミュニティに置き、人間とは何かを 
  踏まえた研究調査や学習・実習を行う。 
・ 大学と地域が一体となって連携し、新しい街のあり方を提案するために、社会 

































③ 大学と地域が一体となって連携し、新しい街のあり方を提案する ために、社会 











































Ⅳ . ＮＣＣ私的総括 
 開設準備より NCC の運営展開に携ってきた一教員として、学内報「鴨台
71 号－特集インタビュー」を再掲考察し私的総括を試みたい。 







































































































































































 また、学士は「学士（人間環境学）」とする。英訳名称は、Department of the 











































ークショップで練り上げ、集大成とする。             
 以上が人間環境学科の履修コースの教育の組織の現況をまとめたものである。 
検討修正課題は今後も多岐にわたり提示されるが、当面はマイナーチェンジを積
みかさね「人間環境学科」学内不動の位置に据える努力を惜しまない。 
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Ⅵ. 人間環境学科の課題と展望 
大正大学において人間環境学科への展開課題は、人文科学と社会科学の視点か
ら、社会生活・地域生活を取り巻く環境への研究教育が主柱とされよう。特に市
民視点からの環境へとこどもへの接近が環境政策とこどもコミュニティへのミッ
ションと位置付けられた。そのことを認識しつつ課題の一端を考えてみたい 
１）環境政策コース 
環境政策コースは、環境の保全や地域のまちづくりに関連するさまざまな講義
課目を提供すると同時に、実践的な学びを重点的に進めることのできる場として
ワークショップとフィールドワークを開講する。これらのカリキュラムを通じて、
現実社会の実態を総合的に理解し、また情報を分析し解釈できるスキルを身につ
けていく。循環型社会形成・環境保全活動・まちづくり社会貢献（国際貢献も視
野に入れる）そして環境教育への学究をより積極的に展開したい。そして、市民
視点を持って社会生活を進めることができる「環境人材」となることを企図して、
教室の内外での体験を通じた学習を整備し、少人数制できめの細かい学生指導を
行う。 
２）こどもコミュニティコース 
 こどもコミュニティコースは、こどもをテーマにした教養教育を重視するとと
もに、徹底した現場での実践的な学習を進める。具体的には、富裕層をも視野に
入れた「こども・子育て応援」、「こどもビジネス」、「こどもインターナショ
ナル」の３つのテーマを軸に学習を進める。 
こどもコミュニティコースとした背景には、従来から「こども・・・コース」
は幼児教育あるいは保育事業を想像されるが、本コースは「福祉領域からの転換
発展」を主課題とされたい。したがって、主課題を認識しつつ３年生からはテー
マごとのサブコースに所属し学習を深める。また、ワークショップなどの授業や
講義にも各領域の専門家を積極的に招聘するとともに、現場での学習機会として
は２年生から年間を通じたフィールドワークに取り組む。よりアグレッシブな学
修を求め継続していきたい。 
 以上が、現況における人間環境学科への私的展望である。 
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Ⅶ. まとめにかえて 
 本稿の目的は、人間環境学科が設立するまでの学内状況に視点をあてて、
その一端をまとめてみた。 
 教育機関にあらたな領域を位置づけるには、その展開過程における時間
軸と空間軸を検証しながら考察作業を進めていかなければならない。 
 人間環境学科は社会福祉学科の歴史性＝時間軸とネクストコミュニティ
コース(ＮＣＣ）の実践展開＝空間軸の交錯から発展設立したと認識できよ
う。今後既定の課題と想定外の課題とをいかに望まれる方向に進めていく
か。学科スタッフの好転への思考と実践の結集が不可欠とされよう。 
 今期にて退任するＤＲ.野田は本学での15年間卓越したマネジメント力
をもって、学科推進に多大なる貢献をいただいた。そのことに感謝し、さ
らなる飛躍を誓いまとめにかえたい。 
 
注：本稿での参考資料は、「人間学科設置申請書類」「学内課別事業計画
書」、「事業計画明細書」といった学内書類への筆者メモを中心としてい
る。 
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